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Aグループ 共有事例 （文責：石田 愛香）

攻めのリモートワーク

【リモートワークの業務管理】

通常業務であれば気づいたときに任せられていた仕事も、リ

モートワークではそのように気軽に声をかけるのが難しいた

め、業務管理が必須になる。業務管理には、日報やチャット

ワークのタスク機能を活用している。

【リモートワーク手当】

交通費との相殺で、リモートワークに付随する電気代や

光熱費等の手当を会社が負担。

【フリーランスとの契約】

仕事単位で発注するため、お互いドライな関係でプロとして

仕事の付き合いができる。

またOBやOGの場合、仕事内容を分かっているので彼らに業

務委託することにより「仕事を教える」という手間も省くこ

とができる。

【クラウドワーカーの活用】

レベルの高いクラウドワーカーに事務関係の業務を依頼する

ことを検討中。

コロナの影響で半ば強制的に多くの会社がリモートワークを

余儀なく取り入れているが、逆の発想でリモートワークを活

用することによって生産性を高めている。

エスワイ・リンク様

次世代リーダーが創る
アフターコロナの中期ビジョン

知らないともったいない 「助成金」 の活用

萬運輸様

武蔵通商様 ＆ エスワイ・リンク様

コロナ収束後の対策も含め、運輸部門の次世代リーダーを

収集し、社長が考案した中期ビジョンの見直しを実施。

「トップダウン」ではなく「ミドル・アップダウン」型で

行うことが特徴的であり、次の世代を担う層に経営に対する

主体性を持たせ、より社内に浸透させることが見込まれる。

【武蔵通商様】

入社3年目までの社員を対象としたキャリアアップ助成金を

活用。賃金を年５％上げることで一人当たり最大72万円が

支給される。

【エスワイ・リンク様】

50歳以上を対象とした、正社員化するだけで適用される

助成金を検討中。

今助成金への注目が高まっているが、今後さらなる助成金の

活用方法が注目されるだろう。
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Bグループ 共有事例 （文責：高橋享兵）

クラウド在庫管理システムで荷主の残業時間削減のお手伝い

自社で開発した「クラロジ」を

活用し、顧客の荷主企業の残

業時間等を含む問題発見を

サービスとして提供している。

また、「クラロジ」を商品化し、

販売も実施している。

首都圏物流グループ様

新型コロナウイルスの蔓延が原因でリアルでの採用活動が実施

できないため、オンラインでの面接、会社説明会の実施をスター

トさせた。

反響もよく、毎週土曜日、日曜日は終日、応募者の面接が実施さ

れている状況になっている。

また、採用活動だけでなく、新入社員の入社式、研修等もオンラ

インで実施している。

オンライン説明会&採用導入
丸市倉庫様

・有給休暇の取得義務化
・同一労働同一賃金の導入

・時間外労働の上限規制の導入

1

全社統一コロナ対策実施

社内にて安全統括部を組織化し、全社

統一のコロナ対策への取り組みを始め

た。具体的には、各事業所のコロナ対

策に向けた取り組みを一覧表にまとめ、

事業所間での情報共有を実施している。

片岡運輸様
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Cグループ 共有事例 （文責：武下 将也）

RPAツールでの単純業務の自動化

Robo-pat(RPAツール)を導入し、PC上の単純業務の自動化を順

次進めており、業務の効率化や生産性の向上を実現している。

RPAツールを導入する際、zoomを用いて複数社の中からRobo-

patに決定した。

完全自動化ができるわけではなく、人とロボットの協業が必要だ

と感じた。

しかし、事務員1名分ほどの経費削減に繋がった。

トーコン様

2020年に入社した新卒の内訳は日本人5名、留学生5名である。

この人手不足の状況の中、国籍にとらわれずに採用活動を行う

ことでより優秀な人材を集めること

ができる。

就労ビザの手続きをするために、

担当の行政書士を変更した。

新卒採用10名のうち、留学生5名！ YouTubeチャンネルの開設

物流業界向けの情報発信と採用強化を目的としたYouTubeチャ

ンネルを開設した。

自社が強制的にアウトプットする場を作ることも目的としてあった。

以下、実際に投稿しているYouTubeのタイトルである。

「止められない物流業界の新型コロナ対策事例紹介！！」

「【物流会社必見】本当に人が集まる方法暴露します！！」

梅里物流サービス様

山岸運送様


